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言
ふ
ま
で
も
な
く
「
納
事
後
素
」
と
は
、
論
語
の
八
伶
篇
に
、

子
夏
間
ふ
て
日
く
、
「
巧
笑
俯
た
り
、
美
目
助
た
り
、
素
以
為

絢
分
」
と
は
何
の
謂
ぞ
や
。

、、

子
曰
く
給
事
後
素
。

〔
子
夏
〕
曰
く
、
鐙
は
後
か
。

ゎ

子
曰
く
、
予
〔
が
意
〕
を
起
せ
り
（
疲
明
せ
り
）
。
（
十
三
紐
注
疏

本
原
文
「
起
予
者
商
也
」
、
靱
の
石
紐
「
者
」
字
焦
き
に
従
ふ
）

商
や
始
め
て
奥
に
詩
を
言
ふ
べ
し
。

と
あ
る
記
事
に
本
づ
く
。
子
夏
は
姓
名
を
卜
商
と
い
ひ
、
孔
門
で

は
所
謂
文
學
の
科
に
稲
せ
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
右
の
「
文
學
」
と

は
那
景
の
疏
で
は
文
章
拇
學
と
解
し
、
博
＜
學
術
を
研
究
し
又
こ

れ
を
能
く
文
章
に
著
す
才
能
を
意
味
す
る
と
思
は
れ
る
。
さ
て
子

夏
が
孔
子
の
門
人
の
中
右
の
如
き
人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
、
前
掲

の
問
答
を
韻
む
に
、
こ
こ
に
は
詩
の
三
句
ー
i
—
其
中
上
二
句
は
詩

紐
の
衛
風
碩
人
篇
の
一
章
に
見
え
る
が
、
下
の
一
句
は
今
の
詩

給

事

後

素

考

綸

純
に
は
見
常
ら
な
い
ー
—
‘
を
取
来
つ
て
問
題
を
提
起
し
た
の
に
到

し
、
頗
る
飛
躍
し
た
象
徴
的
な
應
酬
が
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
子
夏
は

孔
門
で
は
比
較
的
年
少
の
グ
ル
ー
プ
に
厨
し
、
従
つ
て
右
の
問
答

は
孔
子
晩
年
の
折
に
常
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
其
が
原
因
で
斯

る
問
答
と
な
っ
た
と
い
ふ
よ
り
も
、
原
来
孔
門
の
學
と
し
て
博
文

約
義
と
い
ふ
こ
と
が
謂
は
れ
て
居
り
、
其
中
の
「
博
文
」
と
は

所
謂
古
の
遣
文
た
る
詩
書
隠
柴
を
諧
究
す
る
こ
と
、
そ
し
て
古
典

の
中
に
流
れ
る
周
代
文
化
の
精
神
と
い
ふ
べ
き
者
を
理
解
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
ら
し
い
事
が
、
此
問
答
自
骰
に
よ
つ
て
想
像
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
慮
で
間
題
と
成
つ
て
ゐ
る
の
は
皐
な
る

句
義
の
解
繹
で
な
く
、
其
の
示
唆
す
る
精
紳
其
者
が
問
題
と
さ
れ

て
ゐ
る
。
其
は
即
ち
周
文
化
の
本
質
に
繋
が
る
も
の
、
而
し
て
之

を
學
び
祖
述
せ
ん
と
し
た
の
が
孔
子
で
あ
っ
た
か
ら
、
是
慮
で
問

題
と
成
つ
て
ゐ
る
所
の
者
は
、
論
語
乃
至
孔
子
の
思
想
を
研
究
す

る
上
で
最
も
重
要
な
意
味
を
有
つ
と
謂
つ
て
よ
い
。
然
る
に
古
来

後

素

考

ー
漠
宋
雨
學
の
批
判
ー
—
ー

鈴

木

喜



檜

事

後

素

考

綺
事
後
素
の
一
句
に
闊
し
て
は
、
所
謂
古
注
と
新
注
と
に
相
異
る

訓
解
が
あ
り
、
延
て
は
古
注
を
尊
重
す
る
漢
學
と
、
新
注
を
支
持

す
る
宋
學
と
の
學
的
封
立
を
背
後
に
控
へ
、
最
も
決
定
し
難
い
間

題
を
提
起
し
て
ゐ
る
。
小
論
は
右
の
事
に
就
い
て
些
か
述
べ
た
い

と
思
ふ
。
~

（
注
）
論
語
の
古
注
と
は
、
魏
の
何
晏
等
の
手
に
成
る
「
論
語
集
解
」

を
い
ひ
、
漢
魏
諸
家
の
註
繹
を
集
め
て
足
ら
ざ
る
を
補
っ
た
も
の
。

一
般
に
漠
代
の
訓
詰
學
、
及
び
之
を
尊
重
し
其
の
研
究
の
上
に
祈
し

い
緑
學
を
建
設
せ
ん
と
し
た
消
朝
の
考
證
學
も
淡
學
と
呼
ぽ
れ
る
。

之
に
毀
し
新
注
と
は
、
北
宋
名
悩
の
説
を
引
い
て
作
ら
れ
た
論
語
の

祈
解
繹
で
、
宋
學
の
大
成
者
朱
子
（
名
は
窯
）
の
手
に
成
る
「
論
語

集
注
」
を
指
す
。
宋
學
は
漢
學
の
訓
詰
に
蜀
し
て
義
理
の
學
と
呼
ば

れ
る
。

活
維
城
の
論
語
古
注
集
箋
の
巻
末
に
輯
め
ら
れ
た
清
朝
諸
家
の

説
、
例
へ
ば
戚
琳
の
継
義
裸
記
の
論
に
よ
る
と
、
雨
漢
の
學
術
を

個
へ
た
諸
家
の
中
、
今
文
家
は
古
文
の
意
義
を
知
ら
ず
、
古
文
家

は
今
文
の
學
を
邸
み
棄
て
て
頸
み
ず
、
共
に
皆
過
つ
て
ゐ
る
。
能

く
古
今
を
参
合
し
、
善
を
揮
ん
で
従
ひ
、
後
學
の
法
守
と
な
す
べ

き
者
は
た
だ
北
海
の
鄭
君
一
人
の
み
で
あ
っ
た
、
と
謂
ふ
。
現
存

古
注
の
中
、
孔
安
醐
．
何
晏
を
細
け
て
鄭
玄
を
尊
ぶ
の
は
清
朝
漢

學
の
通
例
で
あ
ら
う
。
か
く
鄭
玄
が
漢
學
者
の
間
に
尊
崇
さ
れ
た

所
以
は
、
古
今
文
の
學
を
折
衷
統
一
し
、
初
め
て
各
鰹
書
の
訓
詰

名
物
を
疏
通
せ
し
め
た
學
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
鄭
玄
の
や

や
先
輩
に
許
慎
が
あ
り
、
彼
も
亦
其
著
説
文
解
字
に
於
い
て
、
や

は
り
訓
詰
學
的
立
場
よ
り
右
の
統
一
を
企
圏
し
た
と
謂
ふ
べ
き
で

あ
る
が
、
許
氏
の
學
は
古
文
學
で
あ
っ
た
と
言
は
れ
、
其
意
味
で

公
平
な
折
衷
統
一
と
は
見
倣
さ
れ
ぬ
所
が
あ
っ
た
。
さ
て
鄭
玄
の

解
繹
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

も
や
う

「
綺
」
と
は
霊
け
る
文
で
あ
る
。
凡
そ
鎗
を
霊
く
に
は
（
十
三
紐

注
疏
本
原
文
「
綸
粛
」
、
皇
侃
義
疏
本
「
證
槍
」
に
作
る
に
従
ひ
改
む
）

先
づ
衆
采
（
原
文
「
衆
色
」
、
ま
た
皇
本
「
采
」
に
作
る
に
従
ふ
）

し
ろ

を
布
き
、
然
後
に
素
を
以
て
其
間
を
分
ち
（
原
文
「
分
布
」
、
ま
た

皇
本
「
布
」
字
無
き
に
従
ふ
）
以
て
其
文
を
完
成
す
る
。
そ
こ
で

ゑ

＜

ぽ

ぱ

っ

ち

り

此
句
を
以
て
、
美
女
が
笑
顔
の
偕
や
目
の
粉
し
た
美
質
を
有
つ

と
い
へ
ど
も
、
亦
羞
に
よ
っ
て
其
美
を
完
成
さ
れ
る
の
に
喩
ヘ

る
の
で
あ
る
。

と

こ

ろ

で

の

つ

い

て

は

、

周

證

の

考

工

記

篇

に

、

よ

り

詳
細
な
記
載
が
見
え
る
。ま
じ

甕
績
の
事
は
五
色
を
維
ふ
。
東
方
は
之
を
青
と
謂
ひ
、
南
方
は

之
を
赤
と
謂
ひ
、
西
方
は
之
を
白
と
謂
ひ
、
北
方
は
之
を
黒
と

謂
ふ
。
天
は
之
を
玄
と
謂
ひ
、
地
は
之
を
黄
と
謂
ふ
。
青
と
白

と
相
次
ぐ
。
赤
と
黒
と
相
次
ぐ
。
玄
と
黄
と
相
次
ぐ
。

青
と
赤
と
之
を
文
と
謂
ひ
、
赤
と
白
と
之
を
章
と
謂
ひ
、
白
と

黒
と
之
を
闘
と
謂
ひ
、
黒
と
胄
と
之
を
献
と
謂
ひ
、
五
采
備
は

る
之
を
繍
と
謂
ふ
。



を

後

索

考

も
ち

土
は
黄
を
以
ひ
其
象
は
方
、
天
は
時
（
四
に
よ
り

く＂

火
は
間
を
以
ひ
、
山
は
齊
千

0

を
以
ひ
、
水
は

〔
又
〕
鳥
・
獣
・
蛇
〔
の
文
有
り
〕
。
四
時
五
色

之
を
巧
と
謂
ふ
。

以
ふ
。

0
位
を
維
へ
以
て

、
、
、

凡
そ
霊
紐
の
事
は
後
素
功
。

右
の
最
後
の
一
句
の
注
に
、

い
る

素
と
は
白
采
な
り
。
後
よ
り
之
を
布
く
は
其
の
漬
汗
し
易
き
た

め
也
。
（
下
文
「
淳
而
漬
之
」
の
注
に
「
i

政
は
猶
ほ
染
の
ご
と
し
」
と
あ

も
ち

る
）
繍
と
言
は
ざ
る
は
、
韓
は
糸
を
以
ふ
れ
ば
也
。
鄭
司
農
（
鄭

喉
）
は
説
く
に
論
語
の
「
績
翡
後
素
」
を
以
て
せ
り
。
(
+
三
紐

注
疏
本
原
文
、
論
語
の
下
に
「
曰
」
字
あ
り
、
院
元
の
校
勘
品
に
術
な

り
と
す
る
に
従
ひ
て
訓
ま
ず
）

と
あ
る
。

こ
れ
は
や
は
り
郎
玄
の
注
な
の
で
あ
る
が
、
以
上
二
つ

の
鄭
注
に
よ
る
と
、
い
づ
れ
も
原
文
は
「
翰
の
事
は
素
を
後
に

す
」
と
訓
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
し
か
る
に
原
文
自
骸
に
は
、

論
語
に
於
い
て
も
考
工
記
に
於
い
て
も
、
必
ず
さ
う
讀
ま
ね
ば
な

ら
ぬ
理
由
は
漿
見
さ
れ
ぬ
故
に
、
後
述
す
る
朱
窯
の
注
の
如
き
は

、、

こ
れ
を
「
素
よ
り
後
に
す
」
と
反
賢
の
意
味
に
設
ま
せ
る
の
で
あ

る。
と
こ
ろ
で
紐
典
膵
文
に
よ
る
と
、
の
「
納
事
後
素
」
は
一

ヽ

本
で
は
「
績
事
」
と
な
っ
て
ゐ
た
と
い
ふ
。
前
引
考
工
記
注
の
文

が
既
に
さ
う
で
あ
っ
た
3

此

事

は

院

元

も

言

ふ

如

く

、

と

「
娯
」
と
は
古
は
通
用
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
恨
の
説
文

あ
っ
め

解
字
を
検
す
る
に
、
，
「
給
」
と
は
「
五
采
を
會
た
る
繍
也
」
と

説
明
し
、
次
に
虜
書
の
盆
稜
（
段
注
に
咎
縣
汲
と
な
す
は
筈
時
の
盟
に

復
す
も
の
）
の
「
山
と
龍
と
華
轟
と
も
て
紡
を
作
る
」
及
び
論
語
の

「
鎗
事
後
索
」
を
引
用
し
て
ゐ
る
。
此
虞
に
は
繍
．
絢
・
納
の
順

に
文
字
が
出
て
ゐ
て
、
「
絢
」
と
「
繍
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
詩

云
、
素
以
為
絢
分
」
及
び
「
五
采
備
也
」
と
逸
詩
及
び
考
工
記
の

句
を
引
用
す
る
の
み
で
あ
る
。
又
「
績
」
に
つ
い
て
は
「
織
餘

也
」
と
あ
る
が
、
段
玉
裁
は
此
下
に
「
一
に
曰
く
甕
也
」
の
四

ふ
で

字
を
胴
會
に
依
り
補
っ
た
。
「
霊
」
と
は
車
を
以
て
田
の
四
方
に

謳
切
を
つ
け
る
義
に
疲
ま
り
、
引
伸
し
て
線
を
以
て
文
様
を
甕
＜

こ
と
を
意
味
す
る
に
至
っ
た
も
の
。
か
く
し
て
考
工
記
の
「
鸞
績

の
事
」
と
は
、
色
彩
あ
る
文
様
的
綺
害
一
を
甕
く
こ
と
の
義
で
あ
ら

う
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
る
に
考
工
記
の
所
謂
霊
績
は
衣
裳
の
文

様
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
鸞
績
と
は
箪
な
る
甕
文

な
の
か
、
そ
れ
と
も
刺
繍
し
た
の
か
、
と
い
ふ
こ
と
が
次
の
問
題

と
な
る
で
あ
ら
う
。
此
事
に
つ
い
て
鄭
玄
は
之
を
麗
別
し
た
様
に

見
え
る
。
前
掲
考
工
記
の
文
に
於
い
て
、
初
節
「
玄
と
黄
と
相
次

つ
く

ぐ
」
の
下
に
「
績
し
て
以
て
衣
を
為
る
」
と
注
し
、
次
に
「
五
采

備
は
る
、
之
を
繍
と
謂
ふ
」
の
下
に
「
繍
し
て
以
て
裳
を
為
る
」

と
注
し
、
衣
と
裳
と
に
よ
り
績
と
誠
と
を
犀
別
し
た
上
、
末
句
の

も
ち

下

に

る

は

繍

は

糸

を

以

ふ

れ

ば

也

」

と

注

し

た

の



々

給

事

後

素

考

と
述
べ
て
鄭
玄
が
組
と
縛
と
を
匿
別
し
た
の
は
、

同
一
視
し
た
の
と
相
違
す
る
旨
を
説
き
、
論
語
の
此
章
の
於

い
て
も
、
「
諭
、
鸞
文
也
」
と
い
ふ
の
は
、
元
と
「
給
は
讀
ん
で

績
と
日
ふ
（
「
給
」
の
字
は
「
績
」
の
意
味
で
あ
る
、
郎
ち
翌
文
の
意
味

で
あ
る
）
」
と
い
ふ
四
字
が
有
っ
た
の
を
、
何
晏
が
論
語
集
解
を
作

っ
た
時
、
胴
り
去
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
推
測
し
て
ゐ
る
。

は
、
原
文
が
「
凡
そ
齋
組
の
事
」
と
な
っ
て
ゐ
る
故
で
あ
ら
う
。

し
か
る
に
許
恨
が
「
給
と
は
五
采
を
會
め
た
る
緯
な
り
」
と
言
ふ

の
は
、
綺
と
緯
と
を
一
事
と
為
す
も
の
で
あ
る
。
是
に
於
い
て
劉

賓
楠
は
其
著
論
語
正
義
に
於
い
て
、

説
文
に
「
緞
、
織
餘
也
。
一
日
霊
也
」
と
。
此
れ
即
ち
霊
韻
の

義
。
考
工
記
に
は
「
設
色
の
エ
は
鸞
と
績
と
鍾
と
筐
と
腕
(
+

三
紐
注
疏
本
原
文
「
糊
」
、
院
氏
・
劉
氏
皆
説
文
に
依
り
「
院
」
に
作
る

に
従
ひ
て
改
む
）
」
と
あ
り
。
（
こ
れ
は
前
掲
と
は
別
文
）
又
曰

ゑ
が
け
る
も
や
う

績
之
事
、
維
五
色
」
と
。
是
れ
績
を
鸞
文
と
為
す
も
の
。

説
文
の
給
を
五
采
の
繍
な
り
と
訓
ず
る
に
至
っ
て
は
證
韻
を
部

色
と
為
す
と
は
同
じ
か
ら
ず
。
然
も
許
君
は
〔
説
文
の
〕
綺
〔
字

の
下
に
は
論
語
を
引
い
て
鎗
に
作
れ
ど
も
、
績
〔
字
〕
の
下
に

は
〔
引
用
の
〕
文
無
し
。
洪
頸
熔
の
讀
書
叢
録
に
は
謂
ふ
、
「
許

は
古
論
に
従
ひ
、
鄭
は
魯
論
に
従
ふ
」
と
。
若
し
然
ら
ば
則
ち

許
の
論
語
を
解
し
て
五
采
の
紘
と
為
せ
る
は
鄭
と
異
れ
り
。
云

一
方
説
文
解
字
の
注
者
段
玉
裁
に
よ
る
と
、
今
人
は
綺
と
繍
と

を
別
つ
て
二
事
と
な
す
が
、
古
者
は
此
の
雨
者
は
穂
て
「
設
色
の

は

り

い

と

ぬ

工
」
と
謂
っ
た
。
即
ち
今
人
は
鍼
と
線
と
で
鉄
ふ
と
こ
ろ
の
者
を
繍つな

と
謂
ひ
、
霊
と
犀
別
す
る
が
、
考
工
記
に
よ
れ
ば
、
繍
も
亦
絲
を
系

い
で
綺
を
鸞
く
も
の
で
、
所
謂
設
色
の
エ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
但
、

訓
み
方
と
し
て
は
、
綺
は
鰭
と
訓
じ
、
績
は
蓋
と
訓
じ
た
、
と
説

明
さ
れ
る
。
此
説
に
よ
れ
ば
、
色
絲
を
用
ひ
る
と
其
他
の
方
法
に

よ
る
と
を
問
は
ず
、
要
す
る
に
色
彩
あ
る
文
様
は
綿
て
設
色
の
エ

で
あ
り
、
鸞
文
な
の
で
あ
っ
て
、
其
勘
か
ら
す
れ
ば
鄭
玄
も
許
慎

も
同
説
と
さ
れ
よ
う
。
但
、
訓
み
方
よ
り
す
れ
ば
「
給
」
は
刺
縛

に
よ
る
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
漠
書
藝
文
志
や
集
解
の

序
に
劉
向
の
言
を
引
い
て
記
す
所
に
よ
る
と
、
漠
代
の
論
語
の
テ

ク
ス
ト
に
は
魯
論
語
二
十
篇
と
齊
論
語
二
十
二
篇
と
、
更
に
孔
子
奮

宅
の
壁
中
よ
り
痰
見
さ
れ
た
と
他
ふ
る
古
文
論
語
二
十
一
篇
の
三

種
が
有
っ
た
こ
と
が
分
る
。
此
等
が
所
謂
魯
論
・
齊
論
・
古
論
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
篇
敷
の
み
な
ら
ず
内
容
文
字
等
に
も
幾
許
の

出
入
が
有
っ
た
ら
し
い
。
其
後
安
昌
侯
張
属
は
魯
論
と
齊
論
と
を

折
衷
し
て
張
侯
論
を
作
っ
た
が
、
淡
末
、
郷
玄
は
魯
論
の
篇
章
に

就
い
て
之
を
齊
論
・
古
論
に
考
へ
、
之
が
注
を
為
っ
た
。
か
く
武

帝
の
頃
よ
り
現
存
最
古
の
注
本
た
る
論
語
集
解
が
生
れ
る
迄
に

限
つ
て
も
、
右
の
如
き
テ
ク
ス
ト
の
愛
遷
が
見
ら
れ
（
其
以
前
の
孔

子
語
録
に
覇
し
て
は
今
は
箭
れ
な
い
）
、
従
つ
て
前
褐
の
許
・
鄭
雨
氏
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紛

事

後

素

考

の
解
膵
の
相
違
0
如

き

も

、

よ

れ

ば

「

古

論

は

綺

に

作
り
、
魯
論
は
績
に
作
っ
た
」
も
の
で
あ
り
、
許
恒
は
古
論
に
従

ひ
鎗
縛
と
解
し
、
鄭
玄
は
魯
論
に
従
ひ
績
證
と
為
し
た
わ
け
で
、

テ
ク
ス
ト
の
相
違
に
淵
源
す
る
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
よ
う
。

以
上
看
末
っ
た
と
こ
ろ
を
藍
理
す
る
と
略
次
の
如
く
に
な
る
で

あ
ら
う
。
漢
代
に
行
は
れ
た
論
語
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
「
紡
事
後

素
」
と
な
っ
て
ゐ
る
者
と
「
鱗
事
後
素
」
と
な
っ
て
ゐ
る
者
と
の

二
種
が
有
っ
た
。
一
方
周
麗
の
考
工
記
の
文
が
有
り
、
こ
れ
に
は

設
色
之
工
の
中
に
説
と
納
と
が
畢
げ
ら
れ
、
又
霞
績
之
事
を
述
べ

た
中
に
「
後
素
功
」
の
句
も
見
え
る
。
周
腿
は
僻
説
的
に
は
周
公

い
の
作
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
日
見
る
所
で
は
、
其
の
所
説

に
周
文
明
の
政
治
的
理
想
を
反
映
す
る
と
は
謂
ふ
心
の
の
、
早
く

と
も
荀
子
以
後
の
偏
家
の
手
に
成
る
も
の
と
考
へ
る
が
妥
賞
と
せ

ら
れ
て
ゐ
る
。
吾
人
の
求
む
る
所
は
固
よ
り
論
語
に
於
け
る
孔
門

子
弟
の
間
答
に
在
り
、
其
貼
周
乾
は
時
代
の
距
り
が
あ
っ
て
引
用

は
不
適
常
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
常
面
の
問
題
は
崩
代
に
於
け
る

論
語
の
テ
ク
ス
ト
に
馴
す
る
も
0
た
る
故
、
周
続
を
按
用
す
る
こ

と
も
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。
加
之
時
代
の
差
は
有
る
も
の
の
、
往

事
の
霊
組
に
つ
い
て
、
考
工
記
の
記
事
は
吾
人
の
知
見
を
多
少
と

も
婢
盆
す
る
こ
と
は
疑
な
い
。
さ
て
鄭
玄
に
よ
れ
ば
、
凡
そ
粛
文

、、

の
場
合
、
必
ず
最
後
に
白
色
を
以
て
輪
廊
を
入
れ
以
て
其
の
文
椋

を
完
成
す
る
。
今
詩
の
文
句
に
、
「
巧
笑
偕
た
り
、
美
目
励
た
り
、

一五

:
一
J

しに
係

3-'r
爪
悶
り
な
崇
拝
蹄
依
の
念
が
働
く

し
る
‘

素

を

以

て

と

い

ふ

の

は

此

為

で

あ

り

、

た

と

ひ

美
質
あ
る
娼
人
で
も
猶
轄
を
學
ん
で
其
美
を
完
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
、
に
喩
へ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
之
に
賢
し
許
恨
の
解
繹

は
、
要
す
る
に
右
の
粛
文
を
、
色
絲
を
以
て
刺
繍
す
る
場
合
に
限

定
す
る
だ
け
の
相
違
で
あ
る
と
も
思
は
れ
る
が
、
段
玉
裁
に
よ
れ

ば
更
に
著
し
き
径
庭
が
有
る
様
で
あ
る
。
説
文
「
絢
」
字
の
條
に

「
詩
云
、
素
以
為
絢
分
」
と
あ
る
下
の
段
注
に
云
ふ
、

鄭
玄
は
給
事
後
素
に
注
し
て
「
先
づ
衆
采
を
布
き
、
然
後
に
素

を
以
て
其
間
を
分
つ
」
と
説
く
が
、
朱
子
は
原
句
を
「
素
よ
り

後
に
す
」
と
訓
ん
で
、
「
先
づ
粉
地
を
以
て
質
と
為
し
、
而
後

に
五
采
を
施
す
」
と
解
す
る
。
許
恨
が
「
絢
」
字
を
「
繍
」
字

と
「
鎗
」
字
と
の
間
に
入
れ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
考
へ
る
と
、

紘
も
給
も
皆
五
彩
だ
か
ら
〔
絢
も
常
然
五
采
の
文
で
あ
り
〕
、
許

は
蓋
し
「
白
は
采
を
受
く
」
の
意
味
に
解
膵
し
て
〔
そ
の
た
め

素
以
為
絢
の
句
を
此
虞
へ
引
用
し
た
も
の
〕
と
思
は
れ
る
。

此
説
に
よ
れ
ば
、
許
飢
の
解
年
は
朱
子
と
同
じ
く

に
す
」
で
あ
っ
た
ド
と
な
り
、

0

す
る
こ
と
と
な
ら
う
。

一



こ
と

て
は
な
ら
ぬ
。

立
つ
宋
學
も
同
様
。
凡
そ
前
代
の

恰

も

蒲

曼

跳

派

が

吠

多

の

言

業

を

し

て

た

の

こ

比
絞
し
得
る
で
あ
ら
う
。
経
學
と
し
て
の
古
典
的
學
間
は
、
痰
學

宋
學
を
間
は
ず
帥
學
的
傾
向
を
有
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
）
従

つ
て
同
じ
く
賓
證
主
義
に
條
る
と
は
言
ふ
も
の
の
、
之
は
特
殊
在

目
的
論
的
必
然
性
に
影
響
せ
ら
れ
て
ゐ
る
貼
で
、
近
代
科
學
と
は

一
線
を
霊
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
謂
ふ
ま
で
も
な
い
。
と
は
言
へ
、

又
深
く
其
の
精
神
を
汲
め
ば
、
其
慮
に
は
信
憑
す
べ
き
原
典
の
原

文
を
討
ね
、
之
を
根
捧
と
し
て
原
義
を
求
め
ん
と
す
る
方
法
に
於

い
て
、
斯
る
意
味
で
の
客
観
性
を
追
究
せ
ん
と
す
る
性
格
が
窺
は

れ
る
。
但
斯
る
客
観
性
が
其
の
追
究
の
過
程
に
於
い
て
、
後
述
す

る
如
く
、
人
格
的
・
債
値
的
な
方
面
よ
り
も
自
然
的
・
事
物
的
方

面
に
於
い
て
考
へ
ら
れ
て
ゆ
く
所
に
特
色
が
有
り
、
党
に
は
何
か

物
質
的
な
る
者
に
證
腕
を
求
む
る
に
至
る
の
も
常
然
の
帰
結
と
言

へ
よ
う
。
此
の
場
合
で
言
へ
ば
、
鎗
（
又
は
績
）
の
事
は
ど
こ
ま

で
も
綺
其
者
に
就
い
て
探
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
恵
士
奇
の
證
説

に
よ
る
と
、
鄭
玄
の
注
は
彼
の
目
賭
に
依
る
も
の
だ
ら
う
と
推
測

さ
れ
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
吾
人
も
是
非
菌
時
の
「
綺
」
を
一
見
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
闘
で
あ
る
。
此
鮎
に
就
い
て
、
著
名
な
中
國
美
術
史
家

長
廣
敏
雄
氏
に
お
訊
ね
し
た
結
果
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
（
但

し
こ
れ
は
卒
爾
の
質
間
の
際
拝
聴
し
た
お
話
で
あ
り
、
且
液
者
の
一
存
で

後

素

考

ま
と
め
た
心
の
に
す
ぎ
ぬ
か
ら
文
宜
は
全
て
筆
者
に
あ
る
。
）

先
づ
一
般
に
、
古
代
中
國
で
の
は
如
何
な
る
物
が
畢
げ

ら
れ
る
か
。
絹
地
の
場
合
に
は
、
・
染
色
・
刺
繍
・
織
出
の

四
種
が
考
へ
ら
れ
る
。
更
に
箇
園
り
る
こ
漆
嘉
が
あ
る
。
此

等
は
戦
國
時
代
に
は
已
に
闊
分
披
逹
し
た
こ
と
が
宜
證
で
き
る
か

ら
、
漢
人
が
布
彩
の
間
題
を
考
へ
る
場
合
参
照
し
た
と
す
れ
ば
、

右
の
敷
種
の
中
か
ら
で
あ
ら
う
と
推
測
し
得
る
。
其
の
執
れ
が
よ

り
多
く
怠
識
さ
れ
た
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
闊
で
は
、
や
は
り
身
に

着
け
る
物
と
し
て
絹
布
の
方
で
あ
っ
た
ら
う
。
（
恰
．
績
の
糸
に
従

ふ
叫
叫
に
注
意
‘
)

次
に
「
後
素
」
の
問
題
で
あ
る
が
、
先
づ
絹
地
に
筆
描
の
場
合
、

最
初
に
大
骸
の
輪
廓
を
墨
で
描
き
、
其
中
へ
胡
粉
を
塗
り
（
人
物

の
顔
面
等
に
は
必
ず
胡
粉
を
塗
る
）
下
地
を
白
く
し
て
後
更
に
衆
色

を
施
し
、
最
後
に
再
び
輪
廊
線
を
描
起
す
の
が
常
套
で
あ
る
。
こ

の
仕
上
げ
は
必
ず
し
も
白
采
を
用
ふ
と
は
言
へ
ず
、
六
朝

l
l例

へ
ば
敦
煽
の
壁
盟
等
を
例
に
取
れ
ば
、
朱
線
を
主
と
し
墨
線
の
場

合
も
あ
る
。
絹
地
な
ら
ば
朱
で
く
く
る
の
が
普
通
で
あ
ら
う
。
漠

代
の
遣
物
で
、
例
へ
ば
彩
甕
土
器
（
角
川
苫
店
刊
「
世
界
美
術
全
集
」

咎
十
三
原
色
岡
阪
五
「
彩
諏
雲
氣
文
壺
」
）
や
漆
霊
竹
器
（
同
原
色
岡
阪

十
九
・
ニ
十
「
漆
棗
孝
子
博
岡
」
（
部
分
）
）
の
場
合
、
文
様
を
朱
や
黄
で

ふ
ち
ど
り
し
て
ゐ
る
。
此
等
は
必
ず
し
も
輪
廓
線
と
考
へ
な
く
と

も
良
く
、
寧
ろ
色
彩
妓
果
を
皐
げ
る
為
の
く
ま
ど
り
と
見
る
べ
き



給

事

後

素

考

で
あ
ら
う
。
（
猶
、
前
褐
因
の
紫
時
の
璧
粛
に
刷
す
る
小
野
肪
年
氏
の
鮒

設
参
照
ー
筆
者
注
）
一
脆
白
色
顔
料
は
菱
化
し
易
い
物
で
あ
る
か
ら
、

今
日
遣
物
か
ら
は
未
だ
質
證
で
き
な
い
と
し
て
も
、
賠
来
ま
た
白

色
の
ふ
ち
ど
り
を
施
し
た
遣
品
が
疲
見
せ
ら
れ
る
や
も
料
り
難
い
。

い
づ
れ
に
せ
よ
、
筆
描
の
場
合
は
衣
服
で
は
な
く
綺
證
と
見
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
衣
裳
の
場
合
、
一
枚
の
絹
布
を
一
色
に
染
め
る

こ
と
は
有
っ
た
が
、
五
采
を
入
れ
る
染
色
は
果
し
て
存
在
し
得
た

か
疑
間
で
あ
る
。
五
采
と
い
ふ
こ
と
に
な
れ
ば
刺
紘
を
考
へ
る
外

は
な
い
。
織
出
文
様
は
漢
代
に
相
雷
の
進
歩
を
見
た
が
、
其
の
使

用
せ
ら
れ
た
色
は
二
色
ぐ
ら
ゐ
は
判
明
す
る
が
其
以
上
は
判
然
し

な
い
。
但
し
各
々
の
色
彩
の
間
に
白
色
の
線
を
入
れ
る
こ
と
は
有

っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
外
蒙
古
出
土
の
刺
繍
廣
山
錦
（
前
掲
古
、
グ
ラ

ビ
ア
闘
版
七
十
―
―
-
）
は
前
淡
の
逍
品
で
あ
る
が
、
右
の
闘
版
で
観
る

限
り
簿
色
（
白
色
か
否
か
不
明
）
の
線
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
併
乍
ら

椴
に
白
糸
を
使
用
し
た
と
し
て
も
、
織
出
文
様
で
は
「
後
に
す
」

と
は
謂
へ
な
い
こ
と
と
な
る
。
（
染
色
ま
た
然
り
。
）
故
に
白
色
を

後
か
ら
入
れ
る
と
い
ふ
貼
を
間
題
と
す
る
限
り
、
筆
描
の
給
術
或

は
刺
繍
の
絹
布
と
い
ふ
事
に
な
ら
う
。
而
し
て
刺
繍
文
様
の
存
在

に
は
其
の
前
提
と
し
て
、
筆
描
の
給
叢
〇
存
在
が
常
然
豫
想
さ
れ

ょ
う
。
固
よ
り
衣
服
に
筆
描
す
る
事
は
有
り
得
な
い
が
、
糾
布
に

施
し
た
彩
色
霊
文
の
質
例
と
し
て
は
、
六
朝
頃
迄
下
れ
ば
棺
0
被

の
逍
品
が
痰
見
さ
れ
て
ゐ
る
e

（
之
は
質
用
品
と
し
て
の
例
。

一七

最
古
の
追
物
と
し
て
は
、
長
沙
解
放
後
疲
見
の
戦
國
頃
の
畠
片
有

り
、
下
證
ら
し
い
墨
線
が
認
め
ら
れ
る
由
。
）
と
も
あ
れ
先
秦
時

代
に
、
文
様
等
を
際
立
せ
る
日
的
で
白
色
の
ふ
ち
ど
り
を
施
し
た

事
賓
に
闘
し
て
は
、
今
後
の
疲
見
研
究
に
侯
つ
所
が
多
い
と
謂
ヘ

る。
狡
學
が
前
述
の
如
き
意
味
で
物
を
求
め
る
立
場
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
宋
學
は
之
に
到
し
心
を
求
め
る
立
場
で
あ
る
と
謂
へ
る

で
あ
ら
う
。
一
盟
古
典
の
原
義
と
は
何
で
あ
る
か
。
そ
は
其
の
古

典
の
作
者
の
心
に
存
し
た
意
味
を
指
し
て
言
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。

然
ら
ば
既
に
物
故
せ
る
人
の
心
に
存
し
た
意
味
を
、
今
日
の
吾
人

に
偲
へ
る
者
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
こ
そ
は
文
字
で
あ
る
、
と
い

ふ
の
が
檄
學
の
立
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
此
慮
で
考
へ
ね
ば
な
ら

‘
 

ぬ
事
は
、
右
の
如
き
意
味
で
過
去
の
意
味
と
い
ふ
者
が
果
し
て
質

在
し
得
る
か
、
と
い
ふ
鮎
で
あ
ら
う
。
文
字
の
窓
味
と
は
、
人
の

‘
 

思
想
と
は
、
あ
く
ま
で
も
現
在
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
其
以
外
で

は
あ
り
得
な
い
。
も
し
或
文
字
の
過
去
の
意
味
と
い
ふ
者
が
存
在

す
る
と
せ
ば
、
そ
は
其
文
字
の
有
つ
概
念
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
Q

概
念
と
は
、
直
接
人
格
に
根
抑
す
生
々
と
し
た
飢
の
意
味
よ
り
抽

象
せ
ら
れ
、
事
物
と
し
て
形
式
化
し
固
定
せ
ら
れ
た
観
念
で
あ
る
〈
）

古
人
の
心
に
於
い
て
生
れ
其
の
胸
臆
に
育
ま
れ
た
怠
味
と
は
、
ど

こ
ま
で
も
吾
人
の
此
心
に
於
い
て
産
出
さ
れ
る
の
を
侯
た
ね
ば
な

贔



ら
ぬ
。
か
く
し
て
此
虞
に
、
占
典
の
闘
し
て

0
慈
味

が
考
へ
ら
れ
る
。
其
一
は
右
に
所
謂
概
念
と
し
て
の
意
味
で
あ
る
。

漢
學
に
於
け
る
質
證
主
義
ー
ー
一
應
紐
學
的
立
場
を
拾
象
し
て
ー
|
の

場
合
、
其
の
封
象
と
な
る
の
は
斯
る
文
字
の
概
念
で
あ
り
、
従
っ

て
其
の
員
偽
を
判
定
す
る
規
準
と
成
る
べ
き
者
は
、
吾
人
の
継
瞼

的
認
識
の
法
則
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
楠
本
正
襟

氏
の
「
質
學
思
想
に
つ
い
て
の
試
論
」
|
ー
九
州
中
閻
學
會
報
第
四
咎
ー
ー
，
冒

に
は
こ
れ
を
常
識
と
稲
し
て
ゐ
る
）
何
と
な
れ
ば
概
念
の
通
用
す
る
範

闊
は
、
即
ち
吾
人
の
紐
瞼
し
得
る
範
園
で
あ
る
が
故
に
。
か
く
し

て
次
に
、
罷
瞼
的
認
識
の
可
能
性
の
限
界
が
間
題
と
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
こ
れ
を
克
服
す
る
者
と
し
て
、
四
獣
近
代
で
は
科
學
の
蒋

逹
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
言
は
ば
物
の
方
面
に
於
け
る
、
認
識
範

園
の
撒
大
と
い
ふ
事
に
よ
る
限
界
の
克
服
で
あ
っ
た
。
然
る
に
右

と
は
別
に
、
古
典
の
原
義
に
闘
す
る
今
―
つ
の
意
味
ー
i

ー
吾
人
の

内
に
常
に
現
在
に
於
い
て
産
出
さ
れ
る
生
々
と
し
た
意
味
ー
~
を

求
め
る
立
場
か
ら
、
紐
験
の
限
界
を
超
克
す
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ

る
。
斯
る
意
味
に
於
い
て
、
右
の
立
場
は
心
を
求
め
る
立
場
と
呼

ば
れ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
認
識
の
製
象
を
自
己
の
内
部
に
取
り
、

知
識
を
外
ヘ
コ
ソ
ス
ト
ラ
ク
ト
す
る
代
り
に
、
内
に
リ
フ
レ
ク
ト

す
る
こ
と
に
よ
り
自
ら
浮
び
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
法
が
其
で
あ

る
。
即
ち
所
謂
物
自
慨
を
外
に
探
求
す
る
の
で
な
く
、
寧
ろ
物
自

脆
自
ら
を
し
て
語
ら
し
め
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
か
く
一
歩

後
素
ら
考

を
已
に
形
而
上
の
世
界
に
踏
込
む
こ
と
に
よ
り
、
の
立
場
は
科

學
で
は
律
せ
ら
れ
ぬ
者
を
有
つ
。
併
し
其
の
内
的
な
緑
験
が
ど
こ

ま
で
も
理
性
に
従
つ
て
行
は
る
る
限
り
、
此
種
の
立
場
も
所
謂
科

學
を
律
す
る
者
と
相
背
く
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ら
う
。

宋
學
は
歯
初
右
の
二
つ
の
方
面
に
於
け
る
學
間
の
萌
芽
を
倶
に

有
つ
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
3

し
か
し
後
に
は
後
者
の
内
的
な
方

面
に
傾
き
過
ぎ
た
嫌
が
あ
っ
た
。
其
慮
に
反
動
と
し
て
清
朝
の
漠

學
が
掘
起
し
た
所
以
が
存
る
と
謂
へ
よ
う
。
さ
て
心
の
探
求
は
亦

心
の
要
求
よ
り
し
て
起
る
。
新
注
で
は
、
「
糖
の
事
は
素
を
後
に

す
」
と
訓
ん
で
鐙
を
最
後
の
仕
上
げ
と
解
繹
す
る
事
に
は
、
ど
う

ッ
ニ
ン

し
て
も
承
服
で
き
ぬ
所
が
有
っ
た
。
黄
習
の
記
録
す
る
所
に
よ
る

と
、
嘗
て
彼
自
身
が
「
伊
川
は
美
質
の
證
を
待
っ
て
徳
を
成
す
は

猶
ほ
素
の
綺
を
待
っ
て
絢
を
成
す
が
ご
と
し
、
と
云
っ
た
が
、
こ

の
こ
と
は
、
質
有
る
も
證
を
待
っ
べ
く
素
有
る
も
絢
を
待
っ
べ
し
、

と
両
く
も
の
の
や
う
だ
が
」
と
問
ふ
た
に
封
し
、
朱
子
は
「
然
ら

ず
、
此
の
質
は
重
要
だ
」
と
答
へ
た
と
謂
ふ
。
（
朱
子
語
類
往
二
十

五
）
朱
子
に
よ
れ
ば
、
證
が
よ
し
人
間
の
螢
み
に
於
け
る
般
後
の

仕
上
げ
で
あ
る
と
し
て
も
、
轄
の
本
質
を
成
す
者
が
先
づ
吾
人
の

根
抵
に
存
在
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
右
の
螢
み
其
者
を

可
能
な
ら
し
め
る
基
礎
條
件
と
し
て
で
あ
る
。
朱
子
に
は
、
孔
子

の
思
想
に
於
い
て
は
斯
る
解
繹
の
方
が
よ
り
重
要
だ
と
思
は
れ
た
。

「
此
質
は
却
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て

一八

羞



於
い
て
は
、
古
典
〇

遠
屈
し
な
い
C

寧

ろ

に

慮
か
ら
古
典
に
新
意
義
を
1
'
ー
郎
ち
古
注
の
捉
へ
得
な
か
っ
た
飢

の
意
味
を
ー
ー
桑
晉
加
し
よ
う
と
さ
へ
試
み
る
。
但
し
右
の
主
観
と

い
ふ
語
は
注
意
を
要
す
る
。
同
じ
く
自
己
0
主
観
と
は
言
っ
て
も
、

吾
心
の
流
露
す
る
ま
ま
を
尊
ぶ
（
と
は
言
へ
そ
れ
は
固
よ
り
我
儘

勝
手
の
謂
で
は
な
く
、
吾
人
の
胸
臆
よ
り
湧
出
る
已
み
難
い
所
の

者
を
指
す
の
で
あ
る
が
）
陸
王
學
（
明
學
と
謂
つ
て
も
よ
い
）
等
で

は
除
程
此
語
0
本
来
の
怠
味
に
近
い
が
、
宋
學
の
主
流
た
る
程
伊

川
ー
朱
子
の
學
の
場
合
、
天
地
の
心
と
し
て
の
「
理
」
が
吾
心
の
内

奥
に
も
本
性
と
し
て
厳
存
す
る
を
説
く
黙
よ
り
、
主
観
に
於
い
イ

鳳
い
所
の
客
観
性
を
強
く
主
張
す
る
者
と
謂
へ
る
。
即
ち
宋
學
的

立
場
に
於
け
る
主
観
の
尊
重
と
は
、
右
の
怠
味
に
於
け
る
客
観
性

を
獲
得
せ
ん
が
為
で
あ
っ
た
。
讀
字
よ
り
意
味
の
把
握
に
至
る
文

獣
的
認
識
の
過
程
を
冷
静
に
省
察
す
る
な
ら
ば
、
純
粋
に
客
観
的

な
る
讀
書
等
は
あ
り
え
ぬ
事
で
、
右
の
立
場
は
常
然
肯
定
せ
ら
る

リ
フ
＞
ク
ト

べ
き
で
あ
り
、
寧
ろ
自
己
主
観
を
積
極
的
に
省
察
の
封
象
と
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
で
き
る
限
り
客
観
的
な
ら
し
め
る
こ
と
が
、
唯
一

の
客
観
的
態
度
と
し
て
承
認
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
知
る
で
あ

ら
う
。
併
し
他
方
此
の
如
く
に
し
て
把
握
し
得
た
意
味
と
雖
も
、

そ
れ
が
例
へ
ば
此
の
場
合
、
孔
子
の
思
想
と
し
て
妥
嘗
す
る
か
、
と

い
ふ
試
問
に
答
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
そ
れ
が
論
語
の
註
繹
と

稽

事

後

索

考

九

し
て
あ
る
限
り
避
け
ら
れ
ぬ
所
で
あ
る
。
然
ら
ば
次
に
、
論
語
に

は
呆
し
て
麿
の
本
質
の
内
在
を
説
く
言
葉
が
存
る
か
否
か
、
が
究

明
せ
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

さ
て
順
序
と
し
て
、
義
を
以
て
人
間
の
螢
み
の
完
成
と
見
る
側

か
ら
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
先
づ
第
一
に
皐
げ
ら
る
べ
き

は
、
憲
問
篇
の

子
路
「
成
人
（
成
徳
の
人
）
」
を
間
ふ
。

子
曰
く
、
若
し
威
武
仲
の
知
、
〔
孟
〕
公
綽
の
不
欲
、
下
荘
子

の
勇
、
再
求
の
藝
あ
り
て
、
之
を
文
（
紐
緯
）
る
に
證
柴
を
以

て
す
れ
ば
、
亦
以
て
成
人
と
為
す
べ
し
。

の
章
で
あ
ら
う
。
次
の
術
霰
公
篇
に
は
、

子
曰
く
、
義
以
て
質
と
為
し
、
鼈
以
て
之
を
行
へ
。
孫
（
遜
順
）

以
て
之
を
出
し
、
信
以
て
之
を
成
せ
。
君
子
な
る
哉
。
〈
原
文
、

子
曰
の
下
「
君
子
」
一
り
、
賊
琳
・
院
元
の
術
文
と
為
す
に
従
ひ

て
訓
ま
ず
）

と

あ

る

。

此

の

つ

い

て

は

、

こ

れ

と

に

闊

す

る

紋
言
と
見
る
解
繹
（
郷
玄
の
注
。
程
朱
は
此
四
句
を
一
事
ー
と
解
す
）
が

あ
る
が
、
然
ら
ば
麗
と
信
と
は
劉
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
謂
ふ
べ
き

で
あ
る
。
（
猶
ほ
學
而
第
十
三
章
の
有
子
の
言
参
照
）
主
子
路
篇
に
も
孔

子
の
言
葉
と
し
て
、

上
、
轄
を
好
め
ば
則
ち
民
敢
て
敬
は
ざ
る
莫
し
。
上
、
義
を
好

し
た
が

め
ば
則
ち
民
敢
て
服
は
ざ
る
莫
し
。
上
、
信
を
好
め
ば
則
ち
民



給

事

後

素

考

ま
こ
と

敢
て
情
を
用
ひ
ざ
る
丑

夫
れ
是
の
如
く
な
ら
ば
、
則
ち
四
方
の
民
、
其
子
を
裾
負
し
て

至
ら
ん
。
云
々

と
あ
り
、
や
は
り
麗
と
信
と
が
並
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
猶
右
は
治

民
の
要
を
説
い
た
者
で
あ
る
が
、
衛
娠
公
篇
に
は
、

子
日
く
、
知
之
に
及
ぶ
も
仁
之
を
守
る
能
は
ざ
れ
ば
、
之
を
得

と
雖
も
必
ず
之
を
失
ふ
。

お

ご

そ

か

の

ぞ

知
之
に
及
び
仁
能
＜
之
を
守
る
も
、
旺
以
て
之
に
樅
ま
ざ
れ

ば
則
ち
民
敬
は
ず
。

知
之
に
及
び
仁
能
＜
之
を
守
り
旺
以
て
之
に
樅
む
も
、
之
を
動

か
す
に
轄
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
未
だ
善
ら
ず
。

と
出
て
居
り
、
こ
れ
も
為
政
者
と
し
て
の
心
構
を
述
べ
て
義
を
最

後
の
仕
上
げ
と
し
て
ゐ
る
。
此
等
は
論
語
の
中
で
、
士
君
子
の
オ

徳
と
し
て
何
が
一
番
大
切
か
を
述
べ
た
諸
章
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

人
間
形
成
の
道
程
を
述
べ
た
も
の
と
披
張
し
て
解
繹
す
る
事
も
で

き
、
さ
す
れ
ば
其
虞
に
於
い
て
、
證
を
最
後
に
置
か
れ
る
も
の
、

さ
う
い
ふ
意
味
で
最
も
肝
要
な
も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
と
見
る
こ
と

も
出
来
よ
う
。
（
但
し
朱
注
は
さ
ぅ
は
見
な
り
御
霊
公
篇
の
二
例
の
注

等
参
照
さ
れ
た
い
）

醗
つ
て
前
掲
、
子
路
篇
の
言
葉
で
は
、

好
む
」
は
「
義
を
好
む
」
と
並
べ
て
、

し
て
畢
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
た
い
が
、

「
證
を
好
む
」
「
信
を

に
夫
4

、
一
個
（
い
徳
目
と

於
い
て
は
、
も

し
｀
こ
れ
を
「
義
も
て
買
と
な
し
、
鐙
も
て
行
ふ
」
と
「
遜
も
て
出
し
、
信
も

て
成
す
」
と
の
二
條
に
別
け
て
解
孵
し
得
る
な
ら
ば
、
「
信
i

以
て
ゥ
乙
を
成
[

す
」
と
い
ふ
事
が
「
聰
以
て
之
を
行
ふ
」
と
い
ふ
事
と
酎
骰
さ
れ

て
居
り
、
即
ち
此
場
合
、
信
は
龍
と
同
等
の
作
用
を
為
す
も
の
と

考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
知
る
。
更
に
八
伶
篇
に
よ
る
と
、

君
、
臣
を
使
ふ
に
證
を
以
て
し
、
臣
、
君
に
事
ふ
る
に
忠
を
以

て
す
。

と
あ
り
、
或
場
合
ー
こ
こ
で
は
君
臣
の
際
i

に
は
忠
が
義
と
封

骰
さ
れ
る
こ
と
が
分
る
。
然
ら
ば
「
信
」
「
忠
」
と
は
何
か
。
朱

子
は
「
心
を
一
に
す
る
、
之
を
誠
と
謂
ひ
、
己
を
盛
す
、
之
を
忠

．

あ

ら

と
謂
ひ
、
中
に
存
す
る
、
之
を
年
と
謂
ひ
、
事
に
見
は
る
、
之
を

信
と
謂
ふ
」
と
説
く
。
（
朱
子
語
類
巻
六
）
又
「
信
は
忠
の
験
、
忠

は
只
是
れ
己
を
盛
す
」
と
も
言
ひ
、
「
忠
信
は
只
是
れ
一
字
。
但

是
れ
心
に
披
し
て
自
ら
盛
せ
ば
則
ち
忠
と
為
す
。
理
に
験
し
て
違

は
ざ
れ
ば
則
ち
信
と
為
す
。
忠
は
是
れ
信
の
本
、
信
は
是
れ
忠
の

披
な
り
」
と
も
謂
ふ
。
（
同
巻
二
十
一
）
此
等
に
よ
っ
て
忠
信
に
就

い
て
の
朱
子
の
思
想
は
略
理
解
さ
れ
よ
う
。
即
ち
忠
と
は
「
ま
ご

こ
ろ
」
で
あ
り
、
信
と
は
其
の
被
現
で
あ
る
。
之
を
以
て
前
掲

の
二
例
を
設
め
ば
、
こ
れ
は
吾
人
の
ま
ご
こ
ろ
が
、
一
度
言
語
と

し
て
披
現
し
、
或
は
一
度
臣
と
し
て
君
に
野
す
る
立
場
に
於
い
て

蓋
さ
れ
る
や
、
其
等
は
轄
と
匹
敵
す
る
者
！
！
＇
ー
美
し
き
條
理
を
具

へ
た
者
1

1
ー
と
成
る
こ
と
を
謡
味
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

四

0



給

事

後

索

考

（
然
ら
ば
何
故
直
ち
に
と
謂
は
ぬ
か
。
盗
し
其
の
問
の
微
妙
な

る
差
異
を
應
識
し
、
之
を
注
意
深
く
表
明
す
る
所
に
こ
そ
ま
ご
こ
ろ
の

疲
現
を
、
腿
を
見
る
と
冒
へ
よ
う
）
さ
れ
ば
「
忠
信
は
賓
理
な
り
」

リ
ア

9
テ
イ

（
語
類
巻
二
十
ご
と
謂
ひ
得
る
。
質
理
と
は
質
在
性
を
具
へ
た
理
、

吾
人
の
内
部
に
厳
存
す
る
條
理
の
謂
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
理
解
し

得
れ
ば
、
左
の
轄
記
中
庸
篇
の
文
の
理
解
は
一
層
容
易
で
あ
ら
う
。

子
日
＜
…
…
仁
と
は
人
也
。
親
に
親
し
む
を
大
と
な
す
。
義
と

は
宜
也
。
賢
を
尊
ぶ
を
大
と
な
す
。
親
に
親
し
む
の
殺
と
賢
を

尊
ぷ
の
等
と
は
、
證
の
生
ず
る
所
也
。

親
親
と
尊
賢
と
は
吾
人
の
ま
ご
こ
ろ
の
活
動
の
中
、
最
も
大
な
る

者
で
あ
る
。
此
等
は
仁
或
は
義
の
理
念
に
羞
か
れ
て
、
具
腔
的
に

種
々
の
差
別
有
る
相
に
於
い
て
表
現
さ
れ
る
。
差
別
有
る
が
故
に

美
し
い
條
理
の
表
現
、
之
即
ち
轄
で
あ
る
。
斯
る
意
味
よ
り
す
れ

ば
「
證
は
忠
信
の
薄
き
も
の
」
（
老
子
第
三
十
八
窪
）
に
非
ず
し
て
、

反
つ
て
歳
の
具
現
は
忠
信
を
侯
つ
て
始
め
て
可
能
な
る
者
と
謂
ヘ

る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
朱
子
の
注
に
「
考
エ
記
に
曰
く
、
翰
證
の

、、

事
は
素
の
功
よ
り
後
に
す
、
と
。
〔
こ
れ
〕
先
づ
粉
地
を
以
て
質

と
為
し
、
而
後
に
五
采
を
施
す
を
謂
ふ
。
猶
ほ
人
の
美
質
有
り
、

然
後
に
文
飾
を
加
ふ
可
き
が
ご
と
し
」
と
言
ひ
、
更
に
「
轄
は
必

ず
忠
信
を
以
て
質
と
為
す
。
獅
ほ
綺
事
の
必
ず
粉
素
を
以
て
先
と

為
す
が
ご
と
し
」
と
述
べ
た
の
は
、
是
即
ち
麟
の
本
づ
く
所
、
其

の
内
面
的
基
礎
を
重
視
す
る
思
想
に
拇
る
者
で
あ
っ
た
。

四

さ

の
衛
風
碩
人
篇
は
美
女
旺
姜
を
歌
ふ
。
其
中
に
「
錦
を
衣
て

あ

や

あ

ら

は

る
」
の
句
有
り
~
)
中
庸
は
右
に
就
い
て
「
其
文
の
著
る
る
を

悪
め
ば
也
」
と
言
ふ
e

（
郷
玄
も
此
説
を
採
る
こ
此
説
に
従
へ
ば
、

周
の
平
王
の
頃
に
は
露
出
さ
れ
な
い
美
が
、
換
言
す
れ
ば
内
に
睾

め
ら
れ
た
美
が
、
最
上
の
美
と
考
へ
ら
れ
た
こ
と
が
分
る
。
又
既

述
、
説
文
段
玉
裁
の
注
に
も
引
用
し
て
ゐ
る
臆
器
篇
の
文
に
言
ふ
、

君
子
曰
く
、
甘
は
和
を
受
け
、
白
は
采
を
受
く
。
〔
故
に
〕
忠

も

信
の
人
は
以
て
義
を
學
ぶ
可
し
。
荀
し
忠
信
の
人
無
く
ば
則
ち

隠
も
ま
た
虚
し
く
道
ら
ず
。
是
を
以
て
其
人
（
忠
信
の
人
）
を
得

る
を
之
れ
費
と
為
す
也
。

う
ま
み

孔
穎
逹
の
疏
に
は
、
甘
と
白
と
は
夫
々
衆
味
五
色
の
本
に
し
て
、

一
味
一
色
に
偏
せ
ざ
る
が
故
に
能
く
五
味
五
色
の
和
采
を
受
け
、

以
て
忠
信
の
人
の
證
を
學
び
得
べ
き
に
喩
ふ
、
と
あ
る
。
薔
し
明

快
な
る
説
に
し
て
朱
注
の
直
接
に
腺
る
所
は
是
の
襲
器
の
文
で
あ

ら
う
。
（
集
注
の
引
く
楊
亀
山
の
語
に
「
廿
受
和
、
白
受
采
」
の
二
句
が

引
用
さ
れ
て
ゐ
る
）
鴫
記
諸
篇
は
前
漢
の
末
、
戴
聖
の
手
に
よ
り
胴

定
せ
ら
れ
た
先
儒
の
説
で
あ
る
が
、
其
中
に
は
孔
門
の
古
記
録
を

瀕
代
に
な
っ
て
編
輯
乃
至
書
改
め
た
者
も
存
在
す
る
で
あ
ら
う
し
、

或
は
古
い
偲
承
を
樅
代
に
於
い
て
記
録
し
た
者
も
あ
る
か
も
知
れ

ぬ
。
（
梁
の
沈
約
に
よ
れ
ば
、
中
肘
・
表
記
・
坊
記
・
繍
衣
の
四
篇
は
も
と

子
思
子
の
中
に
あ
り
し
も
の
と
い
ふ
。
又
中
肘
篇
は
子
思
、
細
衣
篇
は
公

孫
尼
子
、
月
令
篇
は
呂
不
印
、
王
制
篇
は
淡
の
文
帝
の
時
の
博
士
の
手
に



成
る
と
い
ふ
他
承
も
あ
る
）
も
し
一
っ
て
、
此
書
が
漠
代
の
成

立
な
る
が
故
に
先
秦
思
想
と
は
一
應
麗
別
さ
れ
る
と
す
る
に
せ
よ
、

論
語
を
解
繹
す
る
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
所
謂
古
注
に
比
し
て
時
代

的
に
は
些
の
遜
色
も
見
な
い
者
で
あ
る
。

更
に
易
の
貴
卦
上
九
に
は
「
白
貰
な
り
C

咎
元
し
」
の
語
が
見

え
る
。
抑
々
易
は
初
交
よ
り
次
第
に
上
昇
し
て
、
第
六
交
に
至
れ

ば
之
を
上
交
と
稲
し
て
卦
の
極
と
す
る
者
で
あ
る
。
さ
れ
ば
履
卦

初
九
に
「
素
履
す
。
往
く
も
咎
元
し
」
と
い
ふ
は
、
右
の
順
序
よ

り
見
て
常
然
の
事
と
謂
へ
よ
う
。
然
る
に
貰
卦
の
上
九
が
白
貰
な

‘
 

り
と
さ
れ
、
更
に
維
卦
篇
に
も
「
賞
は
色
元
き
な
り
」
と
あ
る
の

は
、
貰
卦
が
文
飾
を
理
念
と
す
る
卦
で
あ
る
所
よ
り
見
て
、
輩
純

な
る
解
繹
を
許
さ
ぬ
者
が
有
る
。
其
他
、
坤
卦
の
六
三
に
「
章
を

含
み
て
貞
に
す
べ
し
」
、
或
は
六
五
「
黄
裳
、
元
吉
」
の
象
傭
に

「
文
、
中
に
在
る
な
り
」
と
言
ふ
句
等
を
併
せ
考
へ
る
時
は
、
前

掲
碩
人
の
詩
に
、
錦
衣
の
上
に
袋
衣
す
る
内
面
の
美
を
考
へ
た
と

相
通
ず
る
思
想
の
存
在
が
窺
は
れ
よ
う
。
易
乃
至
易
偲
の
成
立
年

代
の
判
定
は
頗
る
困
難
で
あ
る
か
ら
、
右
の
数
例
を
直
ち
に
論
語

と
結
び
付
け
る
こ
と
に
は
異
議
が
出
る
か
も
知
れ
な
い
。
（
但
し
孔

愉

事

後

索

考

頴
逹
の
周
易
正
義
序
に
よ
る
と
、
淡
の
馬
融
・
陸
蹟
睾
は
卦
僻
は
文
王
、

灸
階
は
周
公
と
見
て
ゐ
た
と
他
へ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
固
よ
り
他
説
に
す
ぎ

ぬ
と
言
ひ
得
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
久
し
く
疑
は
れ
末
っ
た
易
及
び
易
陣

が
、
一
部
を
除
い
て
最
近
再
び
そ
の
他
承
の
古
さ
を
認
識
せ
ら
れ
、
か
の

論
語
述
而
篇
の
「
五
十
以
學
易
」
の
訓
す
ら
復
活
の
兆
有
る
は
注
目
さ
る

べ
き
唱
柄
で
あ
る
）
。
併
し
如
上
、
易
や
其
他
、
證
記
、
更
に
詩
國

風
等
に
跨
り
、
五
色
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
五
色
生
超
え
、
此

等
を
内
包
す
る
最
上
の
美
と
し
て
の
白
色
、
乃
至
文
飾
を
殺
す
こ

と
に
よ
り
文
飾
を
超
え
た
内
面
的
な
美
、
の
思
想
の
賓
例
が
指
摘

さ
れ
る
こ
と
は
、
右
思
想
の
源
流
を
周
王
朝
の
文
化
の
全
般
的
な

高
さ
に
迄
遡
ら
せ
る
こ
と
す
ら
可
能
で
は
な
い
か
と
思
は
し
め
る
。

此
の
如
く
看
束
れ
ば
、
朱
子
が
素
を
以
て
五
采
の
綺
の
先
に
在
り

と
な
し
、
忠
信
の
質
を
以
て
證
の
本
と
し
た
の
も
、
強
ち
宋
學
的

獨
甑
な
り
と
決
定
す
る
評
に
は
い
か
な
く
な
る
と
思
は
れ
る
。
さ

‘
 

ヽ

れ
ば
「
素
に
し
て
以
て
絢
と
為
す
」
「
素
よ
り
後
に
す
」
の
訓
解

の
由
来
す
る
所
も
、
亦
遠
し
と
謂
ふ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
昭

八
•
一
一
．
八
）

四


